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鈩詑………響， きようの例会一…………煮
;第981回平成15年1月28日(火） 聡乳
曉響声学侭響両響忘轡侭響く侭ｼ啓一響雨響,忘淨U‘,愚ｼ鱒‘,-""畔,‘領ｼ"‘侭ｼ;淫,侭櫻娠,坐

ようなiW'1合わせもあるようです。

｜脈|鵬と夢のメカニズムは-'一分に解Iﾘ'されていませ

んが深岬心｣:II!学者のフロイ ｜､は「夢は雌慰識のうち

に仰庄された欲求があらわれたもの」であると、生

物学者のフランシス・クリック （ノーベル簡受蛍）

は、 「記悩を幣理する為、つまり惜椛の企てを脳に保

存すると脳はパニックに陥る。コンピューターにも

限界があるように、人間の脳にも記憶11tが限られて

いるので、脳は「忘れる」という作業で'|'11i報がオーバー

にならないように調整している。眠っている|ﾊlに情

報の要・不要をふるいにかけて不要な'I,'i,服が夢の正

体だ｡」と．司っている。

｜眠りには、 レム|唾眠とノンレムll11眼の2繩があり、

90分llillil間くらいで繰り返しているそうです。レムllli

IMIIfの脳波が起きている時の脳波とよく似ている為、

この時に妙を見ているということです。 811＃間眠る

人には51ulのレム睡眠が訪れます。つまり、 51ul夢

を兇るチ{'ンスがあることになります。そして起き

た時に覚えているのは直前に見た妙だということで

す。また、人が夢を見ている時|ﾊlは10～15分位とい

うのがliﾙ究の結論ということです。
唯'ぬたがいかん‘〕ハ

奈良の法降寺では、夢違観音という慨苛さまを枠

めば、どんな悪い夢でも良い夢に変えてくれると信

仰されていました。海外でも、悠夢を食べてくれる

稚献「バク」が,f1.名です。

友愛の日

鈩………率駕‘, 先週の記録声…………竜
;第980回平成15年1月21日(火） 晴；
際鯵u態誤,侭津侭謬挿裂侭響挿農‘』轟鱈‘,涼梨"21,"爵粥昌‘,‘,ﾐ,浬忘農‘,‘煮%等,侭浄侭響侭墾

圏"奉仕の理想”

錫出席報告

会貝 69(64)名 出席 51名

出"if率 7969％

liii/<'1n1 1月71](修正llll,'i'i*) 9841%

へ

澤田親睦活動委員よりお願い

少し早いですが、 6月1日([I)バスにてII藤岡の葛

城北の丸で昼食と加茂菖術園見学の家族会を予定し

ております。又、最終例会は6112j1 1 1 、ご夫人参加

の1 ,0001ul例会を開朧致しますので、ご-1う定頂きたく

お賊い申し_|こげます。

尚‘詳細は'l月頃ご案内させて頂きます。へ

’|谷口幹事報告
l ~ *I]例会終了後、 クラブアセンブリーを開催致

しますので、担当の方はiIi合の|ﾊlにお集まり~ﾄさい。

2．次IUI例会28日は通常例会で、 30｢I (木）の節分例

会は2月4ロの変更となりますので、お間違いの

ない様ご出Iif下さい。

X…縁………麻雀会成績…‘こ……殉
鷺

， 於:松棚|#l i/15(水! :
: RANK NAME--~MARk §

； 優勝 樫尾實二 ＋63~'0, ；
＄ 2位 小林 明 十41.600 1
＄ 3位 中山信夫(ｹｽﾄ)十21,600 ；
; B B 久野峯一 △37,60p ’
§ （参加勝 12橘） ；入
り

ｲ； ＃

; ,蝋測班隙:'′ﾊｰ以'｝ ：y§
縄や､や志…や､や－や牽季や識織轤ぐ.滅争､賀…やI＝……雪､ざ

|大口会長挨拶’
夢のはなし

析年の簸初に見る夢は、派'二lの特別な4k活状態や

食生活を反映して、その人の抱負や希望あるいは将

来など、 日頃の夢を強く表していることが多いと言

われます。その為、初夢で1年の迩鉢を占うと言う

風習があります。皆さんの今年の初夢は如何でしたか。

古くから縁起の良い夢として「一密｜： 二際≦

なすび」があります。 ［'1米ははっきりしませんが、

蹴士＝無4f、鷹＝高く、なすび=11#を成す、という

圏紙IAiの梛合_上、卓話（水野民也沿)、ニコボックス

は次11 11M1世とさせて頂きます。
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輪69 EXPO開催まであと 787日 本紙はIII'|紙を使111しております本年度会長テーマ

名古屋千種ロータリークラブ

承認 1982年S月24日

例会日 火曜日 12:30

例会場 愛知厚生年金会館

事務局 TEL763-5110FAX763-5121

会長 大口弘和

幹事 谷口 侭

会報･雑誌委員長山本英次 ’
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「
名
占
唾
千
諏
口
Ｉ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
街
さ
ん
、
新
校
舎
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
私
た
ち
は
じ

っ
く
り
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
ゞ
名
古
屋
千
種
ロ
．
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
ｌ
入
口
弘
和
・
大
口
歯

科
医
院
院
基
）
は
、
ク
ラ
ブ
創
立
一
卜
周
年
記
念
蕊
業
の
一
環
と
し
て
、
タ
イ
・
サ
ケ
ー
オ
県
の
バ
ン
・
ラ
イ
サ

ム
シ
ー
学
校
に
校
舎
壷
建
設
し
、
寄
贈
し
た
。
大
口
会
長
ら
が
参
加
し
て
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
完
成
式
・
寄
贈
式

に
は
サ
ケ
ー
オ
雌
ソ
ム
シ
ャ
イ
・
シ
ュ
ン
ラ
ッ
ト
知
事
も
出
席
、
児
童
た
ち
と
緒
に
同
ク
ラ
ブ
に
感
謝
し
て
い

た

。

我
占
除
下
靴
Ｒ
Ｃ
で
は
、
年
胸
か
ら
州
際
幽
献
礪
難
の
職
蝿
改
野
燗
刺
を
行
』
て
い
の
キ
ャ
ノ
ヘ
ル
プ
タ
ィ
ラ

創
立
卜
九
周
年
を
迎
え
た
圧
蝋
と
し
て
、
タ
イ
の
数
万
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
縦
）
シ
ド
拠
点
禽
占
搾
巾

竃輯一目

名古屋千種RC
声
》
』

凶b
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別
周
年
記
念
事
業
の
一
環

志

名古屋千種RCが寄贈､「タイと日奉の学校｣のプレ

ートが掲げられた新校舎
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両手を合わせて感翻する児童たち

中
村
区
）
を
通
じ
て
タ
イ
の

青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
支

援
し
て
き
て
お
り
蕊
今
回
は

創
立
二
十
間
年
記
念
轆
業
の

一
蹴
と
し
て
、
（
~
イ
ラ
イ

サ
ム
シ
ー
学
校
に
新
し
い
校

舎
を
趣
没
し
、
滞
納
し
た
も

の

バ
ン
・
ラ
イ
サ
ム
シ
ー
號

校
は
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ

ク
東
部
の
サ
ケ
ー
オ
県
ワ
ン

ソ
ン
ブ
ー
ン
部
に
あ
る
幼
稔

園
を
併
設
し
た
小
学
校
ゞ
約

箇
阿
卜
人
の
園
児
・
児
童
が

在
職
し
て
い
る
が
、
校
舎
が

狭
い
こ
と
か
ら
複
式
学
級
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
り
鋼
堂
雅

｜
鋤
娠
輝
霊
檸
鋸
塞
垂
椎
で
睦

た
“

サ
ケ
ー
オ
県
か
ら
の
喪
望

を
受
け
て
キ
ャ
ン
ヘ
ル
デ

タ
イ
ラ
ン
ド
」
が
現
地
を
視

察
、
検
討
し
た
結
果
、
新
し

い
校
舎
の
建
識
を
行
う
こ
と

に
し
、
名
古
屋
干
沌
Ｒ
Ｃ
で

は
創
立
・
十
周
年
記
念
蛎
業

の
一
環
と
し
て
建
設
蜜
の
三

分
の
一
に
あ
た
る
約
一
首
万

円
を
負
担
し
た
、

建
設
さ
れ
た
新
校
舎
は
鉱

脅
嘔
眠
述
て
で
、
教
室
を
は

じ
め
図
詞
篭
椛
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
攪
、
全
校
の
児
峨
が
蝶

ま

れ

る

彩

川

的

ホ

ー

ル

な

ど

が

没

け

ら

れ

て

お

り

、

校

舎

の

疋

面

に

は

￥

タ

イ

と

円

１
冬
の
学
校
」
と
記
し

蛭
た
プ
レ
ー
ト
が
縄
げ

興
ら
れ
て
い
る
罰

会
新
校
舎
は
昨
句
十

や
月
に
完
成
、
す
で
に

る
仙
朋
さ
れ
て
お
り
、

轌
肺
年
卜
’
一
月
「
’
四

見
日
に
行
わ
れ
た
完
成

塞
式
・
寄
畑
式
に
現
地

教
を
訪
れ
た
大
口
会
長

に

児

童

た

ち

偉

「

新

し

い

校

舎

を

あ

り

が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

じ

Ｊ

く

り

勉

強

で

き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
一
と
感
謝
し
て
い
た
』
ま

た
、
完
成
式
に
サ
ケ
ー
オ
雌

ソ
ム
シ
ャ
イ
・
シ
ュ
ン
ラ
ッ

ト
知
事
も
出
席
し
、
名
占
屋

千
輔
Ｒ
Ｃ
と
「
キ
ャ
ン
ヘ
ル

プ
タ
イ
ラ
ン
ド
の
支
慨
に

鮒
辞
奉
述
べ
て
い
た
〆

人
口
会
長
は
「
当
ク
ラ
ブ

で
は
、
五
年
前
か
ら
嗣
際
貢

献
事
業
の
~
識
と
し
て
、
タ

イ
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動

を
支
援
し
て
き
て
い
る
が
、

こ
れ
が
両
国
の
友
好
促
進
に

役
立
て
ば
幸
い
だ
。
何
年
か

後
に
は
現
地
を
訪
れ
て
数
行

の
成
果
を
見
て
み
た
い
と

高
》
て
い
る
。

要唾

2003年‘平成15=1月5日(日雌白）ヨコ 語手 方!『1匡三ヨ 義3種藝錠海謹~？

嵩
由
雄
子
神
川
ｌ
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
こ
の
ほ
ど
、
タ
イ

の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
東
部
、

サ
ケ
ー
オ
哩
の
バ
ン
・
ラ
イ

サ
ム
シ
ー
小
学
校
に
校
舎
護

寄
鱸
し
た
昨
年
卜
二
月
二

’
㈹
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ブ
に
現
地
で
行
わ
れ
た
雄
成

人
に
出
雌
し
た
大
川
弧
州
企

砦

恥

じ

Ｆ

杣

以

は

新

し
い
校
舎
で
、
・
卜
ど
も
た
喝

が
勉
強
に
励
ん
で
く
れ
れ

ば
一
と
認
し
て
い
る
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
タ
イ
東
北

部
の
貧
し
い
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
に
取
り
組
む
非

政
府
綱
繩
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
~
キ

ャ
ン
ヘ
ル
プ
タ
イ
ラ
ン
ド

（
中
村
区
）
を
通
じ
、
↓
九

九
上
牢
か
ら
年
間
約
況
卜
刀

円
の
寄
付
を
銃
け
て
い
る

校
舎
寄
姻
は
同
ク
ラ
ブ
創
迩

一
一
十
周
年
記
念
頭
業
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
建
設
費

の
三
分
の
一
一
に
あ
た
る
約
二

百
万
円
を
、
会
員
約
上
十
人

タ
イ
の
小
学
校
に
校
舎

搭
占
屋
ｒ
樋
Ｒ
Ｃ
が
奇
岫

か
や
娘
め
た

バ
ン
・
ラ
イ
サ
ム
シ
ー
小

は
サ
ケ
ー
オ
媒
中
心
部
か
ら

約
六
十
《
司
琶
、
バ
ン
コ
ク
か
ら

は
二
両
五
十
寿
画
以
上
蕊
れ
た

場
所
に
あ
り
、
幼
稚
園
児
か

里
ハ
年
生
ま
で
約
両
側
十
人

が
学
ん
で
い
る
人
仙
さ
ん

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
扱

塞
が
雌
り
ず
、
一
つ
の
学
即

が
何
じ
郎
麟
で
勉
強
し
て
い

た
同
ク
ラ
ブ
が
寄
聴
し
た
新

校
舎
は
鉄
骨
平
屋
で
、
青
い

屋
根
が
目
印
の
モ
ダ
、
／
な
述

物
に
六
牢
碓
が
使
う
一
敦
裳

の
ほ
か
、
図
書
室
液
コ
ン
ピ

ゴ
ー
タ
ー
室
、
全
学
牢
の
牛

維
が
戦
に
柴
ま
れ
る
多
剛

的
ホ
ー
ル
を
伽
え
る
肌
に

昨
鏥
卜
月
か
ら
使
わ
れ
て
い

て
、
黒
板
に
は
子
ど
も
た
ち

が
授
業
中
に
書
い
た
と
思
わ

れ
る
文
字
が
自
立
ぢ
、
熱

心
に
勉
強
し
て
い
る
様
Ｆ
が

炉
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

名古屋千種ロータリークラブが寄贈した小学校(人I ’さん拠眺）

完
戚
式
に
は
現
地
の
雌
知

蛎
や
校
蛙
、
子
ど
も
た
ち
が

出

臓

校

介

に

は

タ

イ

と

川
本
の
学
校
一
と
霞
い
た
プ

レ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
た
し
大

口
さ
ん
は
「
両
圃
の
友
好
関

係
に
も
役
立
つ
と
思
う
。
ま

た
何
年
後
か
に
訪
れ
、
教
育

の
成
果
を
兇
て
み
た
い
一
と

話
し
て
い
る
。

幽次回例会（1月30日）
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